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町政功労者を表彰

～
松
浦
議
員
ら

二
十
人
が
受
賞
～

昭
和

六
ｊ

．
年

暖
の
町

衣
彰

式
か

、

恥

薫

る
ト

ー
川

六
日
、
町

公

民
館
で

け

わ

れ
ま
し

た
．

こ

れ
は

、
町
表

彰
叫
隍

に
よ

り
、

致
冶
．

紐
済

、
産
業

、
文

化
、
社

会

な

ど
町

畝

各
般

に
わ
た

い
て
、

町
の

発
展

に
尽
く

さ
れ

た
方

々
を
顕

彰
す

る
も
の

で
、

今
年
で

．
．ｊ

川
を

迎
え

ま

し

た

今
年

は
、
功

労

表
彰
と

し
て
．

町

議
余

議
Ｕ

の
伍

浦
刄

蔵
さ

ん
、
同

じ

く

卜
手

昭
巾

き
ん

ら
卜
．圧

人
が
受

賞
、

凉
‥
］汀
表
彰

は

、
部
落
会

長
の

佐
藤

．儿

・．
丶
え

ら
瓦

人
が
受

賞
し
ま

し

た

町
発

展
の

た
め
、

そ

れ
ぞ
れ
の

分

野
で

尽
力

さ

れ
て
き

た
受
賞
者

一
礼

７

と
り

に
ぺ
鳥

助
仕

か
ら
夫
彰

状

と

記
念

品

が
贈
心

れ
ま
し

た

受

賞
膏

や
代

表
し
て

松
浦

さ
ん

が
．

・．栄

え
あ

る
賞

亡

い
た
だ
き

、
人
変

元

栄

で
あ

る
と

心
　

て

い
ま
す
　

『
’

後
ら

、

い・
－
そ
う

町
の

発
展

の
．
た
め

に
努

勾
し

ま
す
　

』

と
謝
辞

を
述

べ

て
表
彰

式

を
終

え
ま
し

た

受

彫
者

の
皆

さ
ん
の

功
績
か
・
眸
え

る
と

と
ら

に
、
べ
’
後
ら
引

き
続

き
川

兒
町

発
展

の

た
め
ご
尽
勾

く

だ
さ
る

よ

う

お
潁

い

い
た
し
ま
十

．

受
賞
さ
れ
た
万
々
は
次
の
と
お
り

で
す
．
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

功
労
表
彰

▽
松
浦
　
芳
蔵
（
町
議
会
雛
は
）

▽
玉
手
　
昭
市
（
町
議
会
議
日
）

▽
東
海
林
正
子
（
選
挙
管
理
委
員
）

▽
後
藤
　

栂
（
選
挙
秤
理
委
ほ
）

▽
菊
地
　
昭
平
（
消
防
川
八
）

▽
佐
藤
　
正
己
（
消
防
川
Ｕ
）

▽
佐
久
間
成
美
（
消
防
団
ほ
）

▽
高
橋
　

力
（
消
防
川
μ
）

▽
後
一
蹕
　
　
一
（
消
防
団
μ
）

▽
稲
村
　

克
己
（
消
防
川
Ｕ
）

▽
穂
苅
　
及
郎
（
消
防
団
は
）

▽
佐
藤
　
一
郎
（
町
職
八
）

▽
鴨
田
　
栄
一
（
町
職
員
）

▽
高
橋
　
フ
ミ
（
町
廠
い
）

▽
田
中
　
陽
子

へ
町
議
μ
）

善
行
表
彰

▽
佐
藤
　
元
一
｛
部
落
会
長
｝

▽
佐
藤
　
徳
造
（
部
落
会
長
）

▽
渡
辺
仙
太
郎
（
納
脱
貯
蓄
組
介
長
）

▽
佐
藤
　
正
康
（
交
通
指
導
員
）

▽
朽
木
　
好
秋
（
交
通
指
導
ｎ

）



今
年
も
大
量
人
選

～
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
～

統
計

に
関

心
を
む

と
’
．も

．
ら
お
・
つ

と
、
鳩

島
県

が
阮
年

実
施

し
て

い
る

統

計
グ

ラ
フ
コ

ン
ク
ー

ル
に
．

小
坂

小

乍
陵

の
児
盾

．
．ｊ

人
、

十
圧

点
の

作

品

と
、
人
木

戸
小

学
校

の
児
燉

べ

人

、
じ
点

の
作

品
を
応
矼

し

、
八
点

ト
ス

人
が
人
賞

し
ま

し

た

小
学

校
低

乍
卵
の

乱
で

、
小

坂
小

学
校

．
．り

の
鴨

川
りｍ
敏

く
べ

の

・
フ

ー
ル

に
き

た
廴
し

ら

べ
」
か
県

教
介

長
賞

に
、
ま

た
、
人

れ

卩
小
学

皎

．．．

り

力
竹

川
ｔ

ル

ー

‘ヽ
ん
、

べ
鳥

恵
ｔ

。冫

ご
：

欠

口
作

の

・
へ
ふ

マ
の

か
人

冫
‐シ
　

ー

ー
丶

』の

瓜
さ

と
本
菓

の

駮
－

か

以
統
計

協
２

長
賞

を
受

賞

し
ま

し
た

な
お

、
学

陸
賞

と
’・
そ

ら

小
坂

小

学
皎

が
、

．．
り

辿
続
！
‐
て
優
秀

皎

に

輝
丶
．ま
し

た

Ｉ

り

．
．－

．
Ｈ
、

川
鳥
巾

民
会
館

で
開

か
れ

た
第

．．．一

六
川
の

県
統
ｊ

人
会

の
席

卜
．

．、．人

に
賞
状

と
・
記
念

晶
が
授

り

さ
れ
ま

し

た
　

特

に
、
竹

田
‘廴
歩
ｕ

。；

气

八
鳥
恵
ｔ

Ｔ

ち

。・

ん

に
は
、

叫
統

計
協
会

長
賞

の
受

賞

竚
の

代
表

と
し

て
、

娩
Ｌ

で

県
統
冽

鵬
冫

剛
公

長
の

人
須

賀
皿

安
艮
沼

町

艮

か
・
６
直

接
不

渡

さ
れ
、
会

場

に
っ

め
か
け
た
出
席
疔
か
ら
盛
人
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
．

ま
た
、
統
計
功
労
者
と
し
て
、
赤

坂
齋
き
ん
（
内
谷
丙
、
統
計
従
事
歴

ト

ー
年
ｙ

と
佐
々
木
二
郎
さ
ん
（
石

母
川
西
、
統
爿
従
事
歴
１
年
）
か
、

友
年
の
努
力
か
認
め
ら
れ
．
県
統
計

協
会
長
表
彰
を
受
け
、
さ
ら
に
．
国

兒
町
統
計
調
査
員
協
謎
会
も
、
優
良

川
体
と
し
て
、
県
統
計
協
会
長
表
彰

を
受
け
ま
し
た

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
の
人
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
．
｛
敬
称
略
｝

・
小

学
皎
低

学
年

の
部

。、

◆
敦
育
長
賞

鴨

田
　

潰
敏
｛

小
坂
小

．
．印

｝

◆
統
計
協
会
妊
賞

竹

田
　

美
歩

（
人

木

戸
小

．’．
年
）

八

鳥
　

恵

美
子

（
　

同
　

．．．
乍
）

◆
住
　
作

佐
藤
　
泰
彦
｛
小
坂
小

．
年
｝

安
藤
　

航
｛
　
同
　
二
甲
｝

・．小

学
校
商

乍
年

の
郎

｝

◆
仕

作
若
林
　
琢
也
（
小
坂
小
だ
年
）

古
漓
　
真
奈
奥
（
同

友
年
）

斎
藤
　
奈
々
江
（

闘

六
年
）

佐
藤
　
み
ゆ
き
（

同

六
年
）

後
藤
　
恵
美
　
（

川

六
年
）

遠
藤
　
幸
子
　
（

同

六
年
）

◆
努
力
賞

鴨
田
　
美
幸
（
小
坂
小
四
彫
）

▲貫状と記念品を受ける八鳥恵美子ちゃん

４貫状と記念品を受ける

竹田昊歩ちゃん

Ｆ
鴨
田
丿
敏
く
ん
と
教
育
長
貫
を
受
け
た
作
品

４

思

葵

子

ち

り

ん

、

昊

歩

ち

’
．ｉ
ん

合

作

の

作

品



昭
和
六
十
二
年
成
人
者

来
年
一
月
十
五
日
成
人
式

来
年
一
月
＋
１
日
の
『
成
人
の
日
』

に
は
町
の
成
人
式
か
行
わ
れ
ま
す
Ｉ

対
象
者
は
、
昭
和
四
十
一
年
円
川

二
日
か
ら
四
－

二
年
円
Ｕ

‐１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
、
町
内
在
住
者
で

す
『

た
だ
し
、
希
望
す
れ
ば
当
町
川

身
の
町
外
在
化
者
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
叺
ｆ
め
に
教
育
委
八
会
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
Ｓ
八
五

二

一
一
一

亅
一
月
六
日
現
在
の
千
定
膏
は
次

の
と
お
り
で
す
。。
氏
名
に
誤
り
や
記

載
も
れ
か
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ

（

畝

称

略

）

口
藤
田
地
区
　

’`
名

竹

野

岬

夊

λ
　

川

陽

子

阿

肺

尖

和

斎

藤

ｎ

忠
子

遠

藤

ｔ

喜

阿

祁

順

子

古
　
1
1
1
笂
４
‥Ｆ

本

川

笂
佳
子

佐

藤

鳶
　

一

中

野

正

秦

．
．

甌

由
利
子

遊

佐

ψ

ず

齋

藤

隆

司

古

川

瓦

紀

松

崎

丈
佐
子

奥

山

智

彦

佐

４

修

子

阿

郎

眞
砂
子

鈴

木

葉
　
子

佐
久
間

光

占

佐

藤
　

ｆ
　

臣

菊

地

ア

ヤ

．ｒ

宍
　

．り
　

研
　

．
．

松

浦
　

．一
　

明

戊

野

由

ｔ

佐

々

木

作

ｔ

嗔

山

昔

什

森

木

ｒ

小－

子

石

崎

ぶ
1
1
 
.
鴫

豊

野

弘
　

川

鈴

木
　

．

弘

斎

藤

忠

．

占

川

世

雄

菊

地

や

改
‥

缸

木

山
起
１

斎

藤

か
ゆ
り

占
　
Ⅲ

鄒
　
ｆ

遠

４

印
　
人

齊

藤

住
代
ｆ

阮
十
…呱

育

ｒ

迴

郎

笂
ｗ

．卜

佐
久
間

叫
-

 こ

口
小
坂
地
区
　
Ｈ
名

．

條

心
津
ｆ

竹

野

祐
笵
服

山
　ｍ

陽

子

仲

肝
　
　

火

占

内

忠

行

桃

片

肘

鵬

佐

藤

孝

川

女

Ｓ
　
ひ
と
み

八

き

占

琲

佐

勝

噸
　
ｆ

斎

藤

竹

．

口
森
江
野
地
区
2
5
名

佐
久
川

光

雛

佐
久
川

侭

心

人

摩

連

山

谷

津

隆

広

武
　
川

扎
　
ｒ

伊

４

敏
　
冖

小

池

明

ｔ

Ｍ

藤

靜

’ｒ

ａ

藤

盛

μ

野

戦
　
ｒ

八

４
』

敦
　
ｒ

村

Ｌ

加
代
．卜

菊

地

余
緒
ｔ

仲

野

栄

輝

菊

地

ｔ

治

角
　
Ⅲ

栄
治
郎

小

町
　

．

詁

佐

４

ｔ
余
ｆ

齋
　
藤

敏
　
汢

Ｋ

藤

山

瓦

人
　
．尸

利

廴

陶

山
　
　

慈

川一
　
Ⅲ

午

ｒ

佐
久
川

川

ｔ

菊

地

健

口
大
木
戸
地
区
　
1
0名

隍

ｔ暉
　
砂
由
利

納

呼

眞
由
叉

阿

部

和

義

佐

藤
　
　

卍

菊

池

孝

ｒ

松

浦

敏

江

松

洲

か

川

占

川
　
八
き
ｆ

菊

池

い

………

村

上

生

子

口
大
枝
地
区
　
８
名

佐

藤

消

ｆ

㈲
　
り
　
．卍

心

佐

６

丈
智
’ｒ

人

沢

亮

齋

藤

弘

Ｆ

佐

藤

＆
Ｅ
ｒ

鈴

木

秀

叩

鈴

木

み
ど
り

合
計
9
6名
（
男
4
2名

女
5
4名
）

身近にある野草・薬草

セ ン ブ リ

29

全
国

各
地

の
雑

木
林

の

い
た
る
と

こ
ろ

に
野
生

す

る
Ｉ
．
年
収

、

日
本
の

民
間

藁
の
代

表
挌

と
も

い
う

べ
き
薬

草
で

、
実
物

心
・
知

ら
な

い
人
で

も

。

｛
セ

ン

ブ
リ

｝
「
当
藁

」
と

聞
け

ば
。

「
苦

い
Ｉ

と

い
う

答
か
す

ぐ

出
て
く

る
ほ

ど
の

も
の

。

名

前
の

山
家

は
．
ｒ

度
む

お
湯
で

振

り
出
し

て
む

、
ま

だ
苫
み

が
残

る

と

い
う
心
味

か

ら
由

来
し
ま

す
。

生
薬
名
の
当
薬
は
、
昔
、
こ
の
藁

を
な
め
た
人
か
、
そ
の
苦
さ
に
［
当

に
藁
で
あ
る
］
と
言
っ
た
こ
と
か
ら

名
づ
け
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
ち
な

み
に
、
こ
の
苦
み
か
舌
を
剩
激
し
て

胃
の
働
き
を
活
発
に
し
て
く
れ
ま
す
。

▼
薬
用

▲

秋
、
よ
く
開
花
し
て
い
る
全
草
を

採
収
し
、
日
干
し
に
し
ま
す
。

健
胃
・
胃
や
腸
の
痛
み
に

一
回

偸
と

し
て

当
薬
の

粉
末
？

ト

ー
？
ｙ

グ
ラ

ム
を

、
食
欲

の
な

い
と

き

は
食

前

ご
．
十
分
ぐ

ら

い
に
、
そ

の

他

の

と
き
は
食

後
す

ぐ

に
、

オ
ブ
ラ

ー
ト
な

ど
に
包

ま
ず

、
そ

の
ま

ま
殿

用

し
ま

す
．

煎
じ

て
用

い
る

と
き
は
．

一
日

鼠

と
し
て

当
藁
？

．’ぐ

一
・
″
グ
ラ

ム
を

水

四
百

に
で

煎
じ
、

．．一
回

に
分
け

て

服
用

し

ま
す
．

円
形
脱
毛
症
・
若
年
性
脱
毛
症
に

粉
末

か
、

こ
ま
か
く

刻

ん
だ
当

藁

十

ｆ儿
グ
ラ

ム
を

ホ
ワ
イ

ト
リ

カ

ー
冫

ｆ｛
‥‥
に
に
漬

け

。
密
栓
し

て
冷
暗

所

に

一
～
三

か
川
く

ら

い
お
き
、

こ
の
液

を

一
日

｝
回
平

の
ひ

ら
に
少

最
と

り
、

は

げ
た
部

分

に
す
り

込
む
よ
う

に

し

て

マ

‘。
サ

ー

ジ
し
ま
す

。
こ

れ
を
毎

日

、
気
長

に
っ

づ
け

る
と

い

い
で
す

。

早
く

毛

を
生

や
そ
う

と
し
て

。
作

っ

た

液
全
部

を

タ
オ

ル
に
浸
し

て
頭

に

の
せ

。

お
か
し

く
な

っ
て
し

ま

い
だ

話
も

あ

る
の
で

、
要
注

意
。

（

山
野
膺

カ
ラ

ー
ａ

科

か
ら

）



ふるさとの文化財

3

2王壇古墳と霞舘

菊　池　利　雄

西大枝村地籍図による

霞 舘 復 原 図
(国見町役場所蔵)

王
壇
古
墳
と
霞
舘
は
、
西
大
技
の

霞
沢
川
上
涜
郎
に
位
置
す
る
。

王
壇
古
墳
は
未
調
査
で
は
あ
る
が
。

七
世
紀
ご
ろ
占
墳
時
代
の
末
期
に
構

築
を
み
た
円
墳
で
、
高
さ
一
丈
（
三

ｍ
）
直
径
六
間
（

卜
λ
ｍ
）
周
囲
二

十
間
（
三
十
六
ｍ
）
の
規
模
を
も
ち
、

項
部
に
は
、
俗
に
王
壇
の
松
と
呼
ば

れ

た
根

ま
わ

り
が

．
七

．
．
尺

Ｔ

・（

ｍ
）
ほ

ど
の

老
松

か
四

力
に
技

を

広

げ
て
遠
く

か

ら
む

望
見
さ

れ

た
が
、

職
後
の

食
料

難
時
代

、
墳

阯

に
哇

贄

の
貯
蔵
穴
か
増
ら
れ
た
際
、
忸

か
切

ら

れ
て
拈
死
し
て
し
ま
・．
た
．
こ

の
時

有

室

に
使
用

さ

れ
て

い
た
切

石
か
出
Ｌ

し

、
墳
丘
Ｌ

に
放

置

き
れ

て

い
る

西
大
枝
付

絵
Ｍ

鳳

げ

讐
一

に
よ

れ

ば
・

王

壇
占
墳

の
東

部
ｔ
一
川
郎

川

沿

い
の
川

岸
段
丘

上

に
立
地
す

る

現

窪
地
内

心
Ｍ
？

旨
一
に
、
占

填

状
の

も
の

か
描

か
れ
て

お
り

、
か

つ
て
こ

の
台

地
上

に
は
王

壇
古

墳
を
Ｌ

墳

と

し

た
古

墳
群

の
存
在

が
恕

定

さ
れ

る

．

王

岨
古
墳

の
被

葬
者

に
っ

い
て
は

明
ら

か
で
な

い
か

、
こ

の
古
墳

の
叫

側
を
流

れ
て

い
る
牛

沢
川

の
分

派
川

跡

と
み

ら
れ

る
、
霞

沢

・
渚
川
内

川

や
、
阿
武
隈
川
沿
の
湿
地
に
開
兇

さ
れ

た
水
田

を
基

磐
と
し

た
経

済
力
を

背

景
に
、
こ
の
地
城
を
支
配
ド
に
匱
い

た
古
墳
時
代
の
小
豪
族
で
あ
ろ
う
。

霞
細
は
£

壇
占
墳
の
南
東
ａ

ｔ
卜

ｍ
、
霞
沢
川
右
岸
の
川
岸
段
丘
ｈ
に

あ

ｆ。
て
、
明
治
の
西
人
肢
村
地
蒔
図

に
よ
れ
ぱ
。
南
北
約
ハ
ト
ｍ
、
東
西

約
瓦
卜
耘
ｍ
の
妊
方
形
状
を
な
し
、

水
濠
と
土
塁
の
橘
は
約
五
ｍ
、
深
さ

と
高
さ
は
明
冫
‘か
で
な

い
Ｉ
西
側
は

段
貶
崖
と
湿
田
を
要
害
と
し
た
叭
濠

・
叭
郭
式
の
ず
地
鯨
で
あ
る

霞
舘
の
舘
Ｌ

は
不
明
で
あ
る
か
。

『
誂
遠
二
郎
村
誌
』
に
よ
れ
ば

一
相

仏
フ
エ
子
比
城
二
生
レ
玉
（
給
）
ヒ
、

没
シ
テ
ぞ
壇

二
葬
ル
ト
」
と
あ
る
が
、

霞
舘
は
築
城
の
様
式
か
ら
み
て
、
鎌

倉
か
ら
竃
町
時
代
ご
ろ
の
む
の
と
み

ら
れ
、
占
墳
時
代
末
期
に
構
築
を
み

た
王
壇
古
墳
と
は
、
時
代
差
が
あ
り

す
ぎ
て
、
伝
説
の
城
を
で
て

い
な
い
’
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献
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。
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戦
傷
病
者
な
ど
の

妻
の
皆
さ
ん
へ

戦
傷
病
者
な
ど
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、
戦

傷
病
者
の
麥
に
改
め
て
特
別
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者
及
ぴ
そ
の
額
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

１
、
昭
和
六
十
一
年
十
月
一
日
に
第

五
軟
症
以
上
の
増
加
恩
給
な
ど
を

受
け
て
い
る
戦
傷
病
者
の
妻
の
う

ち
次
に
該
当
す
る
方

①
第
六
回
特
別
給
付
金
岡
債
（
額

面
三
十
万
円
ま
た
は
十
五
万
円
）

の
『
い
号
』
～

『
り
号
』
を
受

け
た
齔

い
号
受
給
者

額
節
六
十
万
円

ろ
号
受
袷
者

額
面
五
十
七
万
円

は
号
受
給
者

額
面
五
十
一
万
円

に
号
受
給
者

額
而
四
十
八
万
円

ほ
号
受
袷
者

額
面
四
十
五
万
円

へ
号
受
給
者

額
面
四
十
二
万
円

と
号
受
給
者

額
面
三
十
九
万
円

ら
号
受
給
者

額
面
三
十
六
万
円

り
号
受
給
者

額
面
三
十
三
万
円

十
年
償
還
の
岡
債

（
軽

症
者

は
そ

れ

ぞ
れ
半
額

）

②
第
十
一
回
特
別
給
付
金
国
債

（
額
面
二
万
円
ま
た
は
一
万
円
）

の

’
い
号
』
を
受
け
た
妻

額
面
三
十
万
円
、
十
年
償
還
の

国
債
（
軽
症
者
は
半
額
）

③
第
八
回
特
別
給
付
金
国
債
（
額

面
五
万
円
ま
た
は
二
万
五
千
円
）

の
「
ろ
号
」
ま
た
は

『
は
号
』

を
受
け
た
妻

額
面
三
十
万
円
。
十
年
償
還
の

国
債
（
軽
症
者
は
半
額
）

④
第
二
回
特
別
給
付
金
国
債
（
額

面
十
万
円
ま
た
は
五
万
円
）
の

『
ぬ
号
』
を
受
け
た
妻

額
面
Ｅ
十
万
円
、
十
年
償
還
の

国
債
（
樫
症
者
は
半
額
）

２
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
に
第

五
款
症
以
上
の
増
加
恩
給
な
ど
を

受
け
て
い
た
戦
傷
病
者
の
妻
で
、

昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
（
糊
州

事
変
間
の
受
傷
り
病
者
は
昭
和
四

十
八
年
四
月
二
日
）
以
後
匕
後
重

症
と
な
り
た
方
の
妻
、
ま
た
は
婚

姻
し
た
雀

額
面
三
十
万
円
、
卜
年
償
還
の

国
債
（
軽
症
者
は
半
額
）

３
。
昭
和
六
十
一
年
五
月
十
五
日
に

国
債
の
倹
還
中
の
妻
で
昭
和
五
十

八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
戦
偽

病
者
か
平
病
死
し
た
方
の
婁
（
当

該
国
債
の
償
還
終
了
後
に
支
給
さ

れ
ま
す
の
で
、
受
付
開
始
の
時
期

な
ど
に
つ
い
て
は
役
場
住
民
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

額
面
五
万
円
、
五
年
償
還
の
国
債

昭
和
六
十
年
十
月

｝
日
か
ら
請
求

受
付
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

役
場
住
民
譚
に
お
問
合
わ
せ
の
上
、

手
続
き
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
戦
傷
病
者
か
昭
和
五
十
八

年
四
月
一
日
町
に
公
務
傷
病
な
ど
に

よ
り
死
亡
し

た
場
合
は
、
戦
没
者
な

ど
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

食
べ
て
ま
す
か

こ
の
マ
ー
ク

県
で
は
、
豆
腐
・
納
豆
な
ど
の
地

城
食
品
に
つ
い
て
、
地
域
食
品
認
証

制
度
を
般
け
、
製
造
施
設
や
品
質
、

喪
示
な
ど
の
恭
準
を
定
め
、
き
び
し

い
検
査
に
合
格
し
た
も
の
に
、
こ
の

認
証
マ
ー
ク
を
付
け
る
こ
と
を
許
可

し
て
い
ま
す
。

現
在
、
豆
腐
・
油
揚
げ
・
納
豆
・

こ
ん
に
ゃ
く
・
か
ま
ぽ
こ
類
を
認
証

対
象
品
目
と
し
て
本
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
認
証
マ
ー
ク

の
付
い
た
地
域
食
品
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

な
お
．
本
制
度
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
各
行
政
事

務
所
県
民
生
活
課
ま
た
は
県
庁
県
民

生
活
課
消
費
者
行
政
班
ま
で

お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
．

「

フ

ル
ム

ー

ン

夫
婦
グ
リ
ー
ン
パ
ス
」

の
発
売
に
つ
い
て

藤

田

駅

国
鉄
で
は
、
今
年
も
熟
年
夫
婦
を

対
象
に
、
『
フ
ル
ム
ー
ン
夫
婦
グ
リ

ー
ン
パ
ス
』
を
発
充
し
ま
す
。

一
、
利
用
で
き
る
人

二
人
の
年
齢
合
わ
せ
て
八
十
八
歳

以
上
の
ご
夫
婦
。

二
、
券
種
と
ね
だ
ん

五
日
間
用
　
二
人
で
六
万
五
千
円

七
日
間
用
　
　

″

八
万
円

卜
二
日
問
用
　

″

十
万
円

ご
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
か
七
十
歳

以
上
の
場
合
五
千
円
割
引
と
な

り
ま
す
．

Ξ
、
利
用
で
き
る
列
車

岡
鉄
全
線
の
グ
リ
ー
ン
車
と
Ｂ
寝

台
寥

四
、
発
売
期
間

昭
和
六
十
一
年
九
月
二
十
五
日
～

昭
和
六
十
二
年
五
月
三
十
一
日

五
、
有
効
期
間

昭
和
六
十
一
年
十
月
一
日
～
昭
和

六
十
二
年
六
月
三
十
日

年

末

調

整

十
二
月
は

「
年
末
調
整
」
の
月
で
す

十

二
月

は
一
年

末
調
整

」
の
月

で
す

．

大

部
分

の
サ
ラ

リ
ー

マ
ン
は

、
年

米
調
整

に
よ

っ
て
そ

の
年

の
納

税

が

完
了
す

る
こ

と
に

な
り

、
改

め
て
確

定
申
告

を
す

る

必
要
は
あ

り
ま

せ
ん

．

し

か
し

、
給
与

の
収
入

金
額

か
．

千

五

’ｎ

万
円

を
超
え

る
場
合

や

、
給

与

所
得

以
外

の
所
得

の
金
額

が
、
二

十
万
円

を
超

え
る
場

合
は

、
確
定

申

告

が

必
要
で

す
．

ま

た
、
サ

ラ
リ

ー
マ
ン

の
方
で

．

雑
損

控

除
や

、
医
療

費
控
除

な

ど
、

今

年
初

め
て

住
宅
取

得
控
除

の

適
用

を

受
け

よ
う

と
す

る
方
は
、

確
定

申

告

に
よ

り
源

泉
徴
収

さ
れ

た
所
得

税

か

、
そ

の
範
囲

内
で

還
付
さ

れ
ま

す

の
で

、
忘

れ
ず

に
確
定

申
告

を
し

て

く

だ
さ

い
．

詳
し
く

は

、
最
寄

り
の
税

務
署

や

税

務
柵
談

室

に
お
た

ず
ね
く

だ
さ

い
・

入
札
参
加
資
格
書
査

観
明
会
の
お
知
ら
せ

一
．

β
時

十
二
月
一
日

午
後
一
時
半
か
ら
四
時
ま
で

二

、
場
所

福
鳥
県
建
設
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
役
場
建
設
踝
へ



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

◆
菅
野
實
さ
ん
（
人
町
北
）
か
ら

匸
む
円
－

故
キ
ョ
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
後
藤
喜
正
き
ん
｛
徳
江
北
｝
か
ら

二
万
円
‐
敵
鳶
一
さ
λ
の
ご
遺
志

◆
内
池
膏
男
さ
ん
（
宮
町
南
）
か
ら

二
万
円
－

故
ヨ
シ
き
ん
の
ご
世
志

◆
福
励
ヤ
ク
ル
ト
販
売
（
株
丁

ヤ
ク

ル
ト
販
売
店
一
同
か
・
弓

匸
力
１
百
ハ
ト
川
　
福
祉
ヤ
ク
し

卜
販
売
金

◆
佐

藤

三
郎
さ

人

（
川
内

）
か

ら

二

万
円
‐‐‐‐
故

ス
ン

さ
ん
の

ご
遺
志

◆
県
北
中
幸
皎
生
徒
余
か
ら

十
り
川
　
文
化
察

バ
ザ
ー
＆
‘公

▲り 上和臣生徒会長 から助役の手に

藤
田
小
学
校
に

◆

内
池
育

叭
さ

ん

（
宮
町
南

）

か
・
わ

．．：
万
円
　

故

ヨ

’‐４

’ん

の

ご
辿
志

大
木
戸
小
学
校
に

◆

付
卜
ｎ

．ド
さ
ん

（
山
限

）
か

ら

．．万

円

‐
故
（

４
き

ん
の

ご
心
心

県
北
中
学
校
に

◆
県
北
中
第
六
川
や
夊
生
わ
の

Ｉ
ぱ

ら
余

．
川
か
ら

ウ
ｒ
－

タ
ー
ク
ー
ラ
ー
．
．台

▲好評のウォータークーラー

◆
紂
匚
ｎ

ｆ

さ
人
（
山
咀
）
か
ら

。
。
ぴ
円
　
故
（

ｔ
さ
ん
の

ご
心
心

◆
内
池

育
ｍ
ヵ
さ

ん
（
宮

町
南

）
か

ら

．．．
万
円
　

故

ヨ
シ
さ

ん
の

ご
遺
志

藤
田
幼
稚
園
に

◆
占
川
マ
キ
气
え

（
山
崎
舘
）
か
ら

ぞ
う
き
ん
4
4
-

◆

内
池

育
叭
ｙ
さ
λ

｛
穴
町

南
’｝

か
ら

二
万

円
　

敵

ヨ
シ
さ
ん

の

ご
遺
志

藤
田
保
育
所
に

◆
内
池
介
川
刀
さ
ん

否
‥
町
南
）
か
ら

一
び
円
　
故
ヨ

ｙ
さ
人
の
ご
遺
志

町
公
民
館
に

◆

内
池
育

屶

さ
ん

（
宮
町
南

）
か

ら

．．．万

円
－

紋
ヨ

ン
さ
乂

の
ご
遺
志

十
一
月
は
固
定
資
産
税
（
第
四
期
）
の
納
税
の
月
で
す
。
納
期
内
（
十
二
月
一
日
）
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

戸 籍 の窓 口
(10 月受付分)

出生おめでとうございます
子 の 名 保 撞 者　 部 落

賻　 美（ひ ろ み）谷沖 俊男　 貝　　E 汨

直　 哉（ な お や
）菊池 勝信　 中　　 剖

津　 一（よ うい ち）佐野　 元 日　 第　　 九
なつ み　　　　 高沢　 博之　 潭宗 山 癩
良 幸｛ま ゆ きｊ古田　 俊章　 山崎 小 儷
麻　 依（ ま　　 い ）吉田　 徳 治　 山 崎 匍
孝　 幸（た かゆ き）高橋　 光男　 富 町 吻
遠 也1 た っ や）佐藤　 邦夫 徳il. 灑
美　 佳（み　　 か）鈴木　 洋一　 川　 内
貴　 ±1 た か い 幕田　 一縷 富　 癩

優 （ す ぐ る）掵・　 豐　 第　 一

あゆ昊｛あ ゆ み
ｊ寺島　 祇雄　 旃　 四

由 香利（ゆ か り）遠廊　 喜正　 山　 拑

結 婚お め でとうご ざ い ま す
氏　　 名　　　　　 部　落

佐　 野　 正　 直　　　　 本　 町

濱 邊 美 樹　　　 福 島 市
松　 浦　　 胃q　　　　 瞭　IT
赤 井 秀 子　　　　 保 原 町
佐 藤　 正 聊　　　　 第　 七
霜 山 則 子　　　 梁 川 町
角　 田　 栄治郎　　　　 第　 二
謙 田　 喞 代　　　 宮 城 県
佐　 藤　 佳　 浩　　　　 町　 東
関 根 庫 美　　　 福 鳥 市
佐 久間　 法　 靜　　　　 山崎･jヽ 舘
古　 Ⅲ　 久　7｀　　　　 町　 東
鳥　 擒　 琲　 弘　　　　 耕　 谷
菅 野 岬 子　　　　 桑 折 町
洩 野　　 靖　　　 泉 旧 中
八　 鳥　 牧　 子　　　　･j ヽ　 舘

お く や み 申 し 上 げ ま す

氏　　 名　　　 眼齬　　 配　落
菅 野 キ　 ョ　　 ９０　　 大 町 北
村　 上　/ 丶　1レ　　　80　　 山　 很
後　 藤　 癬　 －　　70　　 樒 ，1.北
商　 楫　 正　 美　　78　　 貝　 田
佐　 繭　 イ　 ク　　 フ?　　 石毋田 西

本　
田　 忠　 二　　70　　 前　 日］

内 池　 ヨ　 シ　　 ８８　　 宮 町 市
佐　 蕕　 豊 治郎　　88　　 石 毋田 西
菊 地 ツ　 メ　　77　　 第 十 二
宍　Fi　 摩　 子　　23　　 裙　　 一

人 口 と 世 帯
ｎ 月１日現在(前月比)10月中のうごき

人
　
　

口

男ヽ5  ﾄ 2 人(  十 ll)

一女6.198 人(  十 2 )

瀞12,000 人(  十 13 )

世帯数2.  刈戸(  十 7 )

転 入24 人

転 出　14人

出　 生　13人

死　亡　10人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 棚丿袋 一 料 人･ ・らむ入りＦお･ ，

時 間 ： ９畤 ～12 畤

こま９ たこ とや、相μ ごとがありましたら、

お気軽 にご 柵 談 ﾄﾞさい。 俚･密は絶対に守り ます。

〔 相破 貫 〕

11月25 日 火）鈴 木　正雄・ 佐藤マサイ

11月 霜月（ しもっき）

16 日 ( 日 ) 満 月

22μ（土） 小 雪

日 ( 日 ) 勤労感謝の11

26 日 (水）火災予防週間

12月　 師走（しわす）

一 日 ( 日 》 歳末助け 合い運動

４日 （木）人権遡 間

７日（ 剛 大 曾

８日（月）針供養



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

酋8  5 ｰ 2 6 7 6

（有）４156

十
七
チ
ー
ム
が
健
脚
競
う

～
町
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
～

十
一
月
九
日
、
町
教
青
委
は
会
Ｌ

催
、
町
体
育
協（
ｔ

公
・民
館
ド
管
の

第
丿
一
回
川
兒
町
内

。
周
駅
伝
竸
七

人
会
が
、
町
仕
場
前
ス
タ
ー
ト
で
行

わ
れ
、
卜
匕
チ
ー
ム
が
健
脚
を
疲

い

ま
し
た
。

人
会

は

、
中

乍
生

．
．
名
、
な

ｆ

．

名
を
含

む

職
場

股
び
地

ド
吋
抗

で
卜

わ

れ
、
午
前

１
時

、
筰
チ

ー
ム
が

．

＆

に
７
、
タ
ー
ト

し
、
卜

．Ｋ

間

、
．
．Ｉ

ニ
・

友
キ

ロ
に
熱

職
を

展

川

し
ま
し

た

選
ｆ

た
ち
は

、

収
唏

の
終

わ

Ｊ。
た

町
内

。
川

の
コ

ー

ス

を
、
詣

道

に
っ

め
か
け

た
廴

た
ら

の
声

援
を

受
け

な

か

’心
勾
4
2
し
ま

し

た
成
績

は
次

の
と

お
り
で

卞

匸

優
怖

小
坂
Ａ
チ

ー
ム

一

時
間

四一
分
乱
秒

つ

凖
優

吻

Ｇ
毋

川
Ａ
千
・
・
ム

１
時

川
2
3
分
沺
眇

ひ
・
第

．．．
位
　

源
宗

山
チ

ー
ム

ー
時

川
2
4‐分
Ｕ
眇

．ド
間

賞

．
げ

蓬

Ⅲ
皿
目
川

（
徳
汢
巾

部
）

．
匸
Ｋ
　

心

川
熬
ｆ

（
小
坂
Ａ

）

．．．に
　

小

野
哨

寛

（
高
　

峨

）

叫
卜
　

佐

陸
弘

明

（
高
　

城

）

ｋ
区
　

臨

野
輝

丸

（
小

収
Ａ

）

八
．ド
　

佐

藤
　

良

（
小

坂
Ａ

）

Ｌ

Ｋ
　

鳥

隔
豐

た

（
庫
宗
山

）

ペ
ド
　

佐

藤
修

．
．
（
＆
　

山

）

九
回
　

佐

藤
武

徳

（
石

は
Ⅲ
Ａ

）

ト
ド
　

遠

藤
川

雄
｛
入

枝
Ｂ

｝

特
刈
賞

（
卜
川

連
続
川

場
）

高

村
義
そ

（
源

宗
山

）

長

谷
川
余

人

（
鳥
城

）

垰

砂
山

屶
｛
人
　

枝

｝

松
浦
　

唸

（
人
　

枝

）

宍

戸
余
氏

衛
｛

森
山

｝

斎
藤

洋

‐‐
｛
沌
　

川
｝

▲いっせいに役崎前をスタート

▲力 走 する 選 手

青

年

学

級

で

模
擬

結

婚

式

ト

ー
川
八
日
、
青
年
乍
級
で
は
。

桑
折
町
内
年
学
級
と
の
へ
口
同
で
、
陵

擬
結
婚
式
を
公
民
館
に
お
い
て
行
い

ま
し
勺

昨
乍
に
続

い
て
の
行
事
で
し
た
が
、

兮
回
は
。
桑
折
町
青
年
学
級
と
の
交

歓
会
も
兼
ね
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
を
教
会
風
に
飾
り
つ
け
し
、

挙
式
、
観
族
紹
介
、
披
露
宴
を
行
い
、

正
装
し
た
学
級
生
は
、
夲
冊
さ
な
か

ら
に
新
郎
。
新
婦
、
仲
人
、
牧
師
な

ど
に
扮
し
て
演
出
を
行
い
、
有
意
義

な
体
験
乍
習
を
終
え
ま
し
た
。

Ａ合同で行われた槓疑結婚式

野
外
で
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い

乳
幼

児

学
級
で

は
、

卜
Ｕ

卜
．ｋ

卜
．

学
級

生
ぺ
名

と
幼
児

卜

．一
名

が
番
加

し
、

柚
鳥
市

の
児
豕

公

剛
で

野
外
研

修

か
行

わ
れ
ま
し

た
．

午

前
卜
時

に
公

尺
館
を

出

発
し
、

児
爪

公
園

に
着
く

と
、
幼

児

た
‘り
は

と
こ

ろ
狹

し
と
人

い

に
は
し

ゃ
ぎ
、

豪
し

い
時
間

を
過

ご
し

ま
し

た
．

卜
食
後

、
あ

づ
ま
運

動
公
刈

を
ま

わ

り
、

野
外
研

修
を
終

え
ま
し

た

か
、

秋
晴

れ
の

．人
吠

に
心
ま

れ
、
す

ば

ら

し

い
親

と
ｆ

の

ふ
れ
あ

い
が
で

き
ま

し

た

▲限と子で楽しんだ野外活如



高
齢
者

婦
　
人
運
動
会

卜
川

ト

ペ
川

（
上

二

‥川
齢

者

と
婦

人
運
助
会

が
行

わ
れ

ま
し

た

。

カ
ー
ド
（
‥
わ
せ

や
地

区
対

抗
に
よ

る

ゲ
ｔ
ト

ボ
Ｆ

ル
な

ど
ユ

ニ
Ｆ

ク
な

晩
争

に

。
約
一
。。肖
‥
五
ｆ

人

が
参
・
加

し

ス
ポ
ー

ツ
の
秋

を
豪
し

み
ま

し

た

▲嗣まわり？もなかなかむずヵ･しい

ゆ
く
秋
を
惜
し
む

～
阿
津
賀
志
学
級
研
修
旅
行
～

阿
津
賀
志
幸
級
で
は
、
卜
川
ニ
ト

四
日
、
二
十
五
日
の
両
口
、
秋
の
研

修
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。。

参
加
者
は
七
卜
八
名
で
、
二
日
間

と
も
に
好
天
に
忠
ま
れ
、
開
館
間
も

な
い
会
津
若
松
市
の
県
立
博
物
館
を

時
閲
を
か
け
て
見
学
し
、
そ
の
夜
は

片

ノ
牧

温
耻

で
疲

れ
夲
・
‥
や
し

ま
・
し

た
翌

卜
は
、

塔
の
ｘ

つ

り
、
人

川

ダ

ム
、
本

郷
焼

の
Ｌ
叫

を
‥り
、十
し
．

叺

の
余
沖

路
の
紅

葉
を

探
勝
し

な

か
ら

、

（
Ｌ
ｎ

．兀
気
で
余

し

い
研
修

旅
一
に
参
‐
終

え

ま
し

た
『

▲旅の钁 れをいやす、楽しいひととき

新
刊
図
書三

百
冊
を
購
人

公
尺
館
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
簡
刊

図
書
．二
自
冊
を
購
人

い
た
し
ま
し
た

一
人
で
も
多
ぐ
の
人
た
ち
に
読
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
・－
て
お
り
ま
す

の
で
、
人
い
に
ご
利
川
く
だ
さ
い

図

書

寄

贈

劃

価

学

会

国

見

支

部

か

ら

山

岡

旺
‐
へ
．

陶

１

・
．
廴

狗

外

．
－

川

冊

の

図

み

の

寄

喟

か

あ

り

ま
ｙ
‐
だ

あ

り

が

と

う

ご

’
．
、
い
ま

し

と

貝
田
チ
ー
ム
が
初
優
勝

第
四
回

町
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
人
会

国
‥
｝、町

、

町
休
鵬
Ｌ

催

の
削

叫
回

町

長
杯
ｊ

ｋ
ｔ
ソ

フ
ト

ボ
Ｆ

り
廴
余

か
、

県
北

中
グ
ラ

ン

ド
で

、
Ｉ
り
Ｉ
『
．．Ｈ

か

ら
ｔ

月

．
．
Ｉ

九
川

ま
で

、
ナ
イ

タ

ー
で

行
わ
れ

ま

し

た

以
北

中
学

校

の
改

築
Ｌ
心ｒ
の
た

め
．

二
年

ぶ

り
の

開
催

と
な

・．
た
人

会

に

ａ

、
地
Ｋ

、

職
場

で
編

成
し

た
．
．
卜

凡

峰

’
ム
が

参
咄

し
、
熱

戦

が
繰

り

広
げ
ら

れ
ま

し
た

試
へ
口
の
結

緊
は

ド
乱
の

と

お
り

▲熱戦を練り広げたソフトボール大会

組　　合　　せ
優 勝 貝田スポーツクラブ
準優勝 滝川グラフ

第３位 轟山西部
国見竃子

貝　田

高
　
城

旭錦
　
町

凶
兄
電
ｆ

大
町
北

塚
野
Ｈ

漣
　
山

光
明
々

寓
　
町

俵
　
北

ｈ
　

野

内
　

谷

滝
　
川

藤
川
病
院

山
　
崎

福
鳥
信
用
金
庫

耕
　
谷

μ
　

田

源
宗
山

神
　
明

人
町
南

人
　

枝

奴
月
台

森

北

宮

畋

人
木
戸

石
毋
田

管
ｆ
上
事
組
合

森
　
西



収
穫
に
歓
声

～
大
木
戸
小
で

イ
モ

堀
り
～

人

木
戸
小

学
校

で

は
、
亅

り
．
、
ト

ー．
卩

と
Ｉ
．
卜
．．．日

の
二

川
川

に
わ

た

り
、

乍
乍

ご
と

に
サ
ツ

マ
イ
モ

掘

り

を
行

い
ま
し

た

動

労
体
験

的
学
習

の

．
環

と
し
て

今
年
で

八

川
目
を

数
え

る
こ
の

旨
今

は
、

児
童

た
ち

に
効
労

の
人
切

き

と

喜
び

を
味

わ
｛

て

む
ら

お
う

と
始

め

ら

れ

た
も
の
で

す
．

今
叭
にの

瓦
川

ド
句
に

、
一

人
．
．
株

ず

っ
名
乢

を

つ
け
て
作ｍ
夸
‘柚

え
、

こ

の

Ｈ
の

収
叫

と

な
り

ま
し
た
７

．一
卜
．『
．
卜
に

は
、

．
尓

乍

．一
卜

叫

人
と
．

人
木

戸
今

節
傑
育

所

の
園
児

円
一

九
人

が
、『
校

庭
の

前

に
あ
る
畑

に
出

か
け

、
牟
備

し
て
き

た
シ

て
ヘ

ル

や
ｆ

で

、
大
き
く

脊

ｙ。
た
サ

ツ

マ

イ
モ

を
、

手
を
泥

だ
ら

け
に

し
な

が

ら
掘

ｆ。
て

い
ま
し

た
７

中

に

は
、

一

つ
で

．
キ

ロ
グ
ラ

ム
も
あ

る
人

き
な

サ
ツ

マ
イ

モ
も

と
れ
．
児

童

、
園
児

た
ち

は
歓
声

を
あ

げ
な

が
ら
イ

モ
掘

り

に
熱

中

し
て

い
ま
し

た
．

二
日
間

に

わ
た
る

収
穫

は
、
約

．．．

Ｇ
ｈ

ト

キ
ロ

グ
ラ

ム
ほ
ど

で
．
そ

れ

ぞ
れ
自
分

の

宗
に
持

ち
帰

り
、
食

繕

を
に
ぎ

わ
し

た
こ

と
と
思

い
ま
す

▲大きなサツマイモを手にする圜児たち

県
北
中
学
校
の

落
成
祝
う

完
成

な

ｆ
だ
県
北

中
学

皎
の

、
皎

を
‥
改
築

落
成
式

が
１

川

。。。‐

Ｈ
Ｔ

前

九
時
か
・
气

川

中
体

介
館

で
行

わ
れ

ま

し

た

式

に
は
、
町

、
中

皎

。
匚
巾

関
係

者

、
近

隣
町

長
な
ど

約
酉

ｋ
亅

人
か

出
席
し

ま
し

た

。

べ
島
忠

雄

助
筏
か

「
伝
統

に
岬
で

県
北
中

が
、
未

長
く

人

づ
／
ヽ
り
の
た

め
発
展

す
る

こ
と
を

期
待

し
ま
す

」

と
式
辞

を
述

べ
、

に
事
経

過
報
占

が

行
わ
れ

た
あ

と
、
Ｌ

事
関

係
者

、
Ｌ

地
協
心

者
ら

に

感
謝
状

が
贈

ら
れ
ま

し

た
．

火
賓

の
亀

岡
義

彦
県

議
、
伊
達

地

万

町
付
会

長

の
ｔ

沢
栄

．
郎
ｕ

舘

町

長

ら
か

睨
甜

を
述

べ
、
陷

川
貞

一
校

長

と
、
ｉ

百

四
卜

．．．へ

の
生
徒
を

代

衣

し
て

、
皿

徒
会

妊
で
三

年
の
什
Ｌ

和

臣
れ

か
謝
辞

を
述

べ
ま

し
た

’

式
柊
ｒ

後

、

ジ

’．ｙ
ｌ

ス
で
乾
杯

し
、

県
北

中
の

新
し

い
川

発
を
呪

福
し

ま

し

た
．

▲県北中体育館で行われた校舎改築落成式

佐
膝
俊
雄
さ
ん
に

お
礼
の
手
紙

泉

………
字
川

南
の

佐
藤

俊
雄

さ
ん
の

Ｅ
｀
喫
川

に
、

九
り

．一
卜

川
日

、
１
紙

の
っ

い
て

い
る

．
個
の
風

船

が
牋
ん

で

き
ま

し
た

．

こ
の

峨
船

は
、

遠
Ｃ

離

れ

た
長
野

県
飯
山
↑
巾
の

富
介

小
学
校

か
ら
・飛

ば

し

た
も

の
で

、
手
紙

に
は

「
・兒
つ

け

た
む
は

お
返
乍

く

だ
さ

い
」
と
お
‥
か

れ
て
あ

り
ま

し
た

．

こ
の

富
な
小

学

校
は
、

妊
野
県

の

北

部

に
位
置

し
．

全
校
生

徒
が
ニ

ト

ハ

」へ
で

、
豪
乍

四
り

に

は
乍
岐

が（

凵

併
さ

れ
て
な
く

な

る
た

め
、
九
月

二

卜

．
日

の
最

後
の

運
動
会

に
、
川

校

行
巾
の

．
環

と
し

て
呱
船

を
嗅

ば
し

た
も

の
で
す

佐
藤

さ
ん

は
、

匸

自
．．一
ト
キ

ロ
む

離

れ

た
川
口
｀
町
ま

で

咬
ん
で
き

た・
こ

と
に
驚

き

、
夕

日

、
町

の
資
外

な
ど

を
そ
え

て

返
下

を

送

り
ま
し

た

．

こ

の
資
料

は
、

富

り`
小
学
校

の
児

収

は
も

ち
ろ

ん
、

地
回

の
λ
化

祭
に

も
展
小

さ

れ
、
人

食
好

謡
を
博

し
、

こ
の
ほ

ど

、
佐
藤

さ
人

の
搾
愚

に
心

謝
し

た
包
校

生
徒

か
・
り
の
手
紙

か
川

き

ま
し

た
．

手
祇

に
は

「
佐

藤
さ

ん
、

お
返
事

あ

り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し

た
．．

ぜ
ひ

．
度
、

富
な
に

柬
て
く

だ
さ

い
」

『
岡
見

町
に

一
度
は

行
‥
つ
て

み
た

い
』

な

ど
と
占

か

れ
、
佐
藤

さ
ん

は
、
日

を
細

め
な

が

ら
児
瓶

た
ち
の

手
紙

に

弛

人
ｙ
て

い
ま

し
た
『
．

町
職
員
の
人
事
異
動十

一
月
一
日
付

▽
保
健
課
似
健
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生
係
｛
総
晧
課
け
｝

佐
藤
孝
　
∇
脱
務
課
賦
課
係
（
保
健

諜
保
健
衛
１
係
）
菊
地
弘
ｔ

▲お礼の手紙を手にほはえむ佐廊さん

編

集
日

記

う
』時
雨

か

降

り
、
詐
地

か

ら
初
叫

の

便

り
か
闘

か
れ

、
近

づ
く
冬

の
訪

れ

を
感

じ
る
令

節

と
な

り
ま
し

た

。

一
’゙‐
左

Ｈ
、
表

紙

の
写
貞

撮
影

の

た

め
、

守

野

山

（
ま

ぼ

り
や
）

に
川

か
け

ま

し
た

が
、
逧

路
の

わ
き

に
檎

て

ら
れ

た
ゴ
ミ

の
多

さ

に
は
驚

き
ま

し

た

ヽ

タ
イ

ヤ
や
空

カ

ン
、
淌
物

の

鵬

い
た

も

の
ま

で
か
捨

て

ら
れ

。
せ

い
か
く

の

景
観

か
損

な
わ

れ
て

い
ま

し
た

私

た
ち
の

人
叫

な
財

産
で
あ

る
自

然
、

私

た
ち

自
身

の

手
で
守

ら
な

け
れ

ば

と

思
う

の
で
す

か
…
…
…

Ｏ

こ
れ

か
ら

は
、

寒
さ

か
ま
す

ま
す

厳

し
く

な

っ
て

い
き

ま
す

。
季

節

の

変

わ
り
凵

、

カ

ゼ
な
ど
ひ

か
な

い
よ

う
健

康

に
は

。・一
分
注

意
し

た

い
む
の

で
す

。
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
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